
令
和
五
年
度　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

作品
募集中

自由題・題詠「 成 」

ネット投稿も受付中

投稿締切：令和 5 年 8 月 1 日（火） 消印有効
発　　表：令和 5 年 10 月 25 日（水） 発行
  　    入選作品集誌上にて ※令和５年 11 月上旬お届け

学校法人 NHK学園　短歌大会事務局
東京都国立市富士見台2-36-2　電話 042-572-3151（代表）

● 選者による選評の模様をインターネット配信予定です。
 ご投稿された方には無料でご視聴できるクー�ンコードを進呈。
 配信の日程など、詳しくは 10月25日発行の『入選作品集』にてお知らせいたします。
● ご投稿の方には一組につき１冊『入選作品集』をお届けいたします。
● 特選・秀作ご入賞者には賞状を、大会大賞ご受賞者にはトロフィーをお贈りします。
● 令和５年度のＮHＫ学園主催大会で、大会ごとに「特選」「秀作」「佳作」の受賞履歴を�イント化し、

年間上位入賞ランキングを発表します。

ご投稿をお待ちしております
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者
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ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

募
集
作
品

投
稿
上
の
ル
ー
ル

●  

投
稿
作
品
は
、未
発
表
・
自
作
で
、作
者
本
人
か
ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●  

既
発
表
作
品
・
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・

結
社
誌
・
同
人
誌
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
）
は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●  

同
一
作
品
、類
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選
・
入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●  

規
定
の
投
稿
用
紙
（
コ
ピ
ー
可
）・ 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
と
作
品
を
日
本
語
で
記
入
し

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。投
稿
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

（
必
ず
お
守
り
く
だ
さ
い
）

投
稿
要
領

投

稿

料

賞
・
発
表

投 稿 先

① 

自
由
題
一
首  .......................................

二
、一
〇
〇
円

② 

自
由
題
一
首
と
題
詠「
成
」一
首  .........

二
、九
〇
〇
円 

自
由
題
・
題
詠
「
成
」

題
詠
は
必
ず
「
成
」
の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

納
入
さ
れ
た
投
稿
料
は
ご
返
金
い

た
し
か
ね
ま
す
。
お
振
込
み
の
際

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

郵
便
で
の
ご
投
稿
の
際
は 　
　

※

払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

● 

郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記
入
の
上
、
払
込
み
、
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を

投
稿
用
紙
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
貼
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

 

複
数
組
ご
投
稿
の
場
合
は
、
合
計
金
額
を
払
込
み
く
だ
さ
い
。

 

証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日
付
を
投
稿
用
紙
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

口
座
番
号　
０
０
１
８
０　
２　
３
５
７
９
４
４ 　

  

加
入
者
名　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

短
歌
大
会
事
務
局

● 

投
稿
後
の
作
品
訂
正
、
さ
し
か
え
は
で
き
ま

せ
ん
。

● 

作
品
投
稿
し
た
時
点
で
、
投
稿
上
の
ル
ー
ル
・

本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

● 

選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え

で
き
ま
せ
ん
。投
稿
さ
れ
た
作
品
は
返
却
い
た

し
ま
せ
ん
。

● 

入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体
等
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

● 
本
大
会
関
係
者
は
投
稿
で
き
ま
せ
ん
。

● 
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、個
人

情
報
保
護
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、取
得
の

際
に
示
し
た
利
用
目
的
の
範
囲
内
で
利
用
し

ま
す
。お
預
か
り
し
た
個
人
情
報
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の
み

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
当
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保
護

ポ
リ
シ
ー
を
記
載
）。

応
募
上
の
注
意
事
項

　
　
　
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

「
大
会
大
賞
」　　

 

３
首 （
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
贈
呈
）

「
特
選
」選
者　
各
３
首 （
賞
状
贈
呈
）

「
秀
作
」　
〃　
各
20
首 （
賞
状
贈
呈
）

「
佳
作
」　
〃　
各
160
首

● 

大
会
大
賞
は「
特
選
」か
ら
選
出
し
ま
す
。

 

特
選
内
定
者
に
は
9
月
中
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」

を
お
送
り
し
ま
す
。

● 

発
表
は
10
月
25
日
発
行
の『
入
選
作
品
集
』（
11
月
上

旬
お
届
け
）で
行
い
ま
す
。 

● 

投
稿
さ
れ
た
方
に
は
投
稿
組
数
に
応
じ
て
『
入
選
作

品
集
』を
お
送
り
し
ま
す
。

〒１８６-８００１
東京都国立市富士見台２-３６-２
ＮＨＫ学園  短歌大会事務局
【電話】 ０４２（５７２）３１５１（代表）

▼ 点線を切り宛先として貼ると便利です。

〒 186-8001　
東京都国立市富士見台2-36-2
　

秋の短歌大会事務局

① 

投
稿
用
紙（
折
り
曲
げ
可
）

② 

投
稿
料
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
投
稿
で
き
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
一
括
払
い
の
み
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

１  

郵
便
で
の
ご
投
稿

 

２ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

ＮＨＫ学園が主催する短歌大会の「特選」「秀作」「佳作」の受賞
履歴をポイント化し、年間上位入賞ランキングを発表します。
年間ランキング１位を獲得された方には、ＮＨＫ学園『合同歌集 
さくら』（第34集 令和６年刊行）に特別ご招待いたします。

投
稿
方
法

郵
便
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿
が
で
き
ま
す
。

投
稿
締
切

郵
便
で
の
ご
投
稿

令
和
５
年
8
月
1
日（
火
）消
印
有
効

令
和
５
年
8
月
1
日（
火
）23
時
59
分

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

令和４年度年間入賞ランキング１位（121点獲得）　　

和歌山県　中尾 加代さん

怒ってる人がいたなら「怒るな」と怒ってしまう音叉のようだ　
－令和４年冬の誌上大会特選歌より



秋の短歌大会投稿用紙
令和５年度 NHK学園

投稿締切

令和5年８月１日（火）消印有効

フリガナ （ 男・女 ）
（　　歳 ）

〒

都道
府県

都
道
府
県

「投稿用紙」に記載された個人情報は、今大会の運営に使用するほか、入選作品集の
作成と配布、NＨＫ学園の短歌大会、通信講座のご案内に使用します。

名 前

住 所

電話番号

大正・昭和・平成　　 　年　　  月  　　日生年月日 ※ 任意でご記入
ください。

投 稿 前 に 必 ず 左 記 を ご 確 認 の う え

　 　     　 印 を つ け て く だ さ い 。    

未 発 表 ・ 自 作 に 間 違 い な い

二 重 投 稿 （ 同 一 作 品 を 他 へ 投 稿 ） し て い な い

自 由 題

題 「 成 」 　 　 　 必 ず 「 成 」 の 漢 字 を 入 れ て く だ さ い 。 ※ 題 詠 の み の 投 稿 は で き ま せ ん 。

● 複 数 組 を 投 稿 す る 場 合 、 コ ピ ー も 可

● 楷 書 で 濃 く お 書 き く だ さ い

● 作 品 の 控 え を お 手 元 に 残 し て く だ さ い

の
り
し
ろ

振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄

投
稿
料
は
、
同
封
ま
た
は
郵
便
局
に
あ
る
払
込
取
扱
票

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
郵
便
局
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
 窓
口
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書

（
お
客
様
用
）」
ま
た
は「
振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領

証
」の
コ
ピ
ー
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 A
TM
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書

（
お
客
様
用
）」
が
出
ま
せ
ん
の
で
、払
込
日
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

　
　
　
  払
込
日
　
　
　
 　
月
　
 　
　
日

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）フ リ ガ ナ

お 　 　 名 　 　 前

フ リ ガ ナ

作 品 集 掲 載 名

右 記 と 異 な る 場 合 の み ご 記 入 く だ さ い



NHK学園 「 短歌講座」　〒186-8001 東京都国立市富士見台2-36-2
TEL 042-572-3151（代） 受付  平日 9:30~12:00／13:00~17:30　

問い合わせ
申し込み先

あなたの目的にあわせた多彩なコースをご用意しています。

スマホ・タブレット
からは こちら!NHK学園ホームページ　https://www.n-gaku.jp/life

松村正直の短歌のコツ教室
分かりやすいと好評！松村正直先生の直接指導の講座
です。短歌実作に役立つ「コツ」をテーマにした講義と
事前提出作品の添削指導を組み合わせた75分講座。　
　　
講　師 松村 正直 
日　程 7/27，8/24，9/28，10/26，11/30　　　
　　　　12/21 
時　間 19：30～ 20：45 受講料  19,800 円

中川佐和子の楽しい短歌
添削指導と講義の組み合わせで、短歌の基本や表現方法
を学びます。短歌を作る力を高めたい方に。　　　　　
途中入会も歓迎！　　　　　　　　　　　
講　師 中川 佐和子 
日　程 7/24，8/28，9/25
時　間 13：30～ 15：00 受講料  9,900円

藤島秀憲の短歌ステップアップ�ミ
「技法＆文法」に焦点をあてたミニ講座に加え、歌会と講
師の添削指導の組み合わせで充実の学習内容です。 受講
者同士で選評を行うことで、臨場感が楽しめます。
初心者の方、歓迎！

講　師 藤島 秀憲 
日　程 7/11，7/25，8/8，8/22，9/12，9/26  
 10/10，10/24，11/14，11/28，12/12 
時　間 10：30～ 12：00 受講料  41,800 円

小島なおと学�短歌ねほりはほり
講師チョイスの作品鑑賞と、受講者作品の講評からなる
２部構成。講師と受講者の双方向のやり取りで大満足の
ひとときです。
講　師 小島 なお 
日　程 7/19，8/23，9/20 
時　間 19：30～ 21：00 受講料  9,000 円

※年末年始他休業日を除く

オンライン教室のご案内 
NHK学園 ZOOM利用  ご自宅にいながら、 学�を楽しむ方が増えています。
オンライン教室は、「コエテコカレッジ」のサー�スを利用しています。
ご受講の際は、事前に会員登録（無料）が必要です。 

スマートフォンやパソコンで、
オンライン上で開催する講座に
気軽に参加してみませんか。 

※各選者には定員があります。 一定数を超えた場合、ご希望の選者の選が受けられない場合があります。 ※受講期間1年(自動継続) 作品提出/年間20首

松
村 

正
直

松
尾 

祥
子

東　

直
子

坂
井 

修
一

佐
伯 

裕
子

小
池　

光

投稿と発表を楽しむコース  NHK学園 短歌友の会
７人の選者の中から希望の選者による選歌と直筆のアドバイス。
あなたの作った歌を作品集 『彩歌』 （年４回発行）で発表。 選 者 （50音順）

花
山 

多
佳
子

https://college.coeteco.jp/t/n-gaku お申し込みは
コチラから

ＮＨＫ学園が主催する短歌大会の「特選」「秀作」「佳作」の受賞履歴をポイント化し、年間上位入賞ランキングを発表します。
年間ランキング１位を獲得された方には、ＮＨＫ学園『合同歌集 さくら』（第34集 令和６年刊行）に特別ご招待いたします。

NHK学園 生涯学習フェスティバル 短歌大会予定〈 令和５年度 〉

通 信 講 座

大会名称　冬の短歌大会 　 　投稿締切　10月２日（月） 　　 題　写真課題　 　発表予定日　12月25日（月）

ここが違う！ NHK学園の自費出版
1. NHK学園の講座講師によるバックアップ指導
 俳句・短歌などの講座講師がみなさまの作品を拝見し、作品の添削、選、並び替えをし
て、見やすい本にまとめます。また、講師による解説文、序文を加えることも可能です。

2. あなたにあったまとめ方のご提案
 他ジャンルを一冊に、ご家族・お仲間との合同作品集なども。

3. 個別相談（参加費無料・要予約）
 お電話・お手紙・FAX・オンラインなど、出版に向けたアドバイスをいたします。

 NHK学園でしかできない本づくりがあります。
あなたの作品を「本」にまとめませんか！

詳しくは、
自費出版係まで

講師チョイスの作品鑑賞と、受講者作品の講評からなる
２部構成。講師と受講者の双方向のやり取りで大満足の
ひとときです。９月から定期講座がはじまります。
講　師 寺井 龍哉 
日　程 8/3  
時　間 19：30～ 21：00

トライアル

寺井龍哉の読みながら詠む短歌教室

無料体験講座

募集中

大森静佳とたどる　うたの時空
今期は斎藤茂吉をとりあげ、作品鑑賞はもちろん、人物
像、短歌史に迫ります。いろいろな角度でじっくり歌人
を学ぶ、充実のオンライン教室。
講　師 大森 静佳 
日　程 7/5，8/2，9/6 
時　間 19：30～ 21：00 受講料  10,800 円
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